
 



 ＜明治３９～４４年＞ 

① 天空橋駅  ②大鳥居  ③五十間鼻   ④羽田第一水門  ⑤羽田の渡し跡・旧大師橋橋脚  ⑥羽田・旧レンガ堤 

⑦ 干潟    ⑧高潮堤防工事箇所     ⑨大師橋橋脚   ⑩大師河原河川防災ステーション ■水面 

＜昭和２２年＞ 

＜平成２４年＞ 

約 320m 大師橋 

★ 
穴守稲荷 

羽田の渡し 

大師の渡し 

★ 川崎大師 

羽田 

江戸見町 

羽田穴守町 

羽田鈴木町 

・ 当時は橋がなく、「渡し」

が使われていた。 

 

・ 河口近くには「羽田の渡

し」と「大師の渡し」が

あった。 

 

・ 川幅は狭く、流れは蛇行

していた。当時、羽田の

渡しがあった場所の川幅

は約 80m であった。 

 

・ 現在羽田空港がある辺り

は「鈴木新田」と呼ばれ、

羽田江戸見町・穴守町・

鈴木町の 3 つの町があっ

た。 

 

・ 建物は主に羽田猟師町と

川崎大師周辺に集中して

いた。 

 

・ 河口には広大な干潟が

あった。 

・ 旧大師橋が架けられ

た。昭和 14(1939)年完

成。 

 

・ 羽田飛行場ができた。

昭和 6年(1931)年完成。 

 

・ 旧レンガ堤は昭和 8 年

に完成。当時は川に面

していた。 

 

・ 昭和 20(1945)年の終戦

と共に、鈴木新田の住

民たちは進駐軍に強制

退去を命じられた。穴

守神社も昭和 23(1948)

年に現在の羽田６丁目

に移転することとなっ

たが、大鳥居は残され

た。 

 

 

・ 河川改修により川幅が

広がった。羽田の渡し

があった場所の川幅を

比べると約 4 倍となっ

ている。 

 

・ 新堤防が建設されたこ

とから、旧レンガ堤よ

り川側にも住宅が建っ

ている。 

 

・ 羽田空港が拡張し、埋

め立てが進んだ。 

 

 

旧大師橋 

約 80m 

★ 
大鳥居 

★ 

首都高速横羽線 

大鳥居 

羽田猟師町 

羽田飛行場 

こ の 一 帯 が
「鈴木新田」 

羽田旧レンガ堤 

古地図から見る河口域の変遷 

歩いている場所を地図

で確認してみよう！！ 

羽田旧レンガ堤 

約 100m 

★ 川崎大師 

★ 川崎大師 

海
老
取
川 

海
老
取
川 

海
老
取
川 

穴守稲荷 

ねずみ島 

ねずみ島 

ねずみ島 


